
Q入会したきっかけは何でしたか？
AJC活動は大変と耳にしていましたが、仕事に繋がればと思い入会しました。活動をしていくなか
で多くの経験を積むことができ、自身が成長していると感じ嬉しくなりました。入会していな
かったら自分の成長は確実に止まっていたと思います。会費は会社から支給頂いていますがこ
の団体にはその価値があると思います。

　またJC活動で自身が得た経験、能力を会社へ貢献できるようにもなったことも嬉しく感じてい
ます。もちろんJC活動は大変なことが多くありますが「やらされる側」ではなく「やる側」の気持
ちを持つことがJC活動を充実させるためのポイントだと感じます。

QJCでの活動の思い出は？
A2014年に公式訪問した際に原田憲太郎先輩に出会いました。「各地域のJC活動はそこだけの
ものでなく、その努力が他の地域のJCに伝わり、意識が共有され、県、全国、世界へと波及され
るものだ。私たちの日々の努力はちっぽけなものではなく大きなことに繋がっている」原田先輩
の言葉に感銘を受けました。

2024年度 理事長予定者の八野祐次君をご紹介します！！
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JC歴／13年目　 趣味／ゴルフプレー・渓流釣り・ラグビー観戦[ ㈲林商会 ]

QJCの思い出を教えてください
A私は３１歳頃に入会したのですが、当時はたしか５６名くらい会
員がいたのでとても賑やかでした。入会した年度で小林先輩が
広島ブロック協議会の会長をされていたため、私もすぐに公式
訪問などで県内各地に行かせてもらいましたし、県内各地の多くの方々やなかなかお近づ
きになれないような企業の社長さんなどとも知り合いになることができました。多くの繋が
りができましたし、おかげでものおじしない度胸がついたようにも思います。

Q現役メンバーへメッセージをお願いします
AJC活動をしているとどうしても初めてのことであれば失敗することもあると思いますし、
普通ではありえないようなサプライズとハプニングが起きるのもJCならではではない
かと思います。そういったなかでも現役の皆さんは本当によく頑張っていらっしゃると思
います。先日のよいとこ祭でもそうですが、JCが庄原市になくてはならない団体になっ
ていると思います。いろいろと大変なこともあると思いますが、本業と両立しながら仲間
と一緒に絆を育み、頑張ってもらいたいと思います。応援しています！

金山 一宏 先輩
JC卒業／2000年

[ ㈲はなや ]

メンバー紹介

OB 訊いた！にOBBB 訊訊訊いいいたたた！！！ににに

「自分は地域のために何ができるのか」考え、動き、失敗し、改善する、を繰返して人は成長するものだと思います。若いメンバーが成長していく姿を
見ると刺激をうけ、嬉しくも思います。これからもJC庄原の成長を見届けていただけると幸いです。

※原田憲太郎…第６６代JCI会頭・福山JC（現在はOB）

来年度の理事長予定の
八野祐次です！

よろしくお願いします！

MAIL／sjci@mx4.tiki.ne.jp　ＦＡＸ／０８２４-７２-９１１６
〒727－0011 広島県庄原市東本町1－2－22 商工会議所内

インスタグラム

入会資格／満20歳以上40歳未満

庄原青年会議所 会員募集中
一般社団法人

Twitterfacebookホームページ

挑戦や経験を積みたい方大歓迎！！

LOM ブランド構築室室長 宮田  正重

『LIGHT』には、“まだ見えない光を求めて限界突破”の
「光」と「JCI会員にもスポットライトが当たるように」の
2つの意味が込められています。

最近、夜風が気持ちよく、夏の終わりを感じさせます。よい
とこ祭が終わりましたが庄原ＪＣの事業は止まらず動いて
おります！
金山先輩激励のメッセージありがとうございます。その応
援がJC活動の後押しとなってます！ 次年度理事長予定者
も八野祐次君に決まり新しい風が吹きます！ ノンストップ
で運行して参ります！
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６月７日によいとこ祭実行委員会を立上げ、毎週水曜日に６０名近くの若い
スタッフが集まり、祭を成功させたいという思いをひとつに頑張って参り
ました。
おかげさまで８月２６日開催の第４１回庄原よいとこ祭は大盛況で終えること
ができました。皆様へ感謝申し上げます。本当にありがとうございました。熱盛！！

2023年度 7月度事業
担当／ＢS推進委員会　委員長／坪田  朋人

一般社団法人庄原青年会議所の2023年活動実績
庄原青年会議所は、大きく分けて青少年系・社会系・人材育成系の3本柱で事業をしております。

アグリーディング

第４１回 庄原よいとこ祭！！

~植えて・収穫って・出荷す~

第４１回 庄原よいとこ祭
実行委員長／松森 亮介

たくさんのご来場ありがとうございました！

今回は７月と８月の２回に分けて、種植えから出荷まで一貫した農作業を子供たちに体験してもらいました。７月は、地元農家さんか
らお話を伺い、トラクターに乗って畑を耕し、ホウレンソウの種植え、水やりなどなど、盛りだくさんの準備でした！ 8月に入り、「よしっ！ 
ホウレンソウの収穫だ！」と思いきや、猛暑のせいもあって充分に育たず、自然の厳しさを学びました。農家さんのご協力でホウレンソ
ウの他にピーマンも収穫させていただき、選別や出荷の作業を行ったあと、地元スーパーなどで３９袋を販売しました。
今回の体験を通じて農業を身近に感じてもらい、農業の大切さについて少しでも考えてくれることを願っています。


